第３部　無機物質
No.5
　　　　　　　　　　　　学習日　　　月　　日（　　）　提出期限　　月　　日（　　）
第１章　非金属元素と周期表
第6節　炭素・ケイ素とその化合物（教Ｐ208～211）
【炭素C】　　　　　　　　　　　　　　　※黒鉛は電極や鉛筆の芯に利用
①（　生命体　）をつくる重要な元素。　　　　※ダイヤモンドは研磨剤やカッターに利用
②同素体が存在する。黒鉛と（　ダイヤモンド　）、（　フラーレン　）。
　　　黒鉛…（　灰黒色　）の結晶で、軟らかく、電気や熱をよく伝える
　　　ダイヤモンド…（　無色　）の結晶で、非常に硬い。電気伝導性はほとんどない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※無定形炭素…脱臭剤に使われる活性炭など
【一酸化炭素CO】	
①（　無色　）、（　無臭　）の（　有毒　）な気体。　　
　　②水に溶け（　にくい　）。
　　③製法　ギ酸に濃硫酸を加えると発生。
【反応式】HCOOH　→　H2O　＋　CO　※濃硫酸の脱水作用を利用
※灯油ストーブなどの不完全燃焼でも発生する（一酸化中毒）
【一酸化炭素CO2】※温室効果ガスともいわれる	
①（　無色　）、（　無臭　）の気体。
　　②少し水に溶けて（　炭酸水　）をつくり、（　弱酸　）性を示す。
　　③固体は白色の（　ドライアイス　）
④製法　石灰石に塩酸を加える
【反応式】CaCO3　＋ 2HCl　→　CaCl2　＋　H2O＋　CO2

【ケイ素Si】	
①（　岩石や鉱物　）に含まれ、酸素に次いで多い元素。（　　　　）では存在しない。
②単体は（　半導体　）としてコンピュータや太陽電池などに用いられる。

【ケイ素SiO2】	
①（　共有　）結晶で、硬くて融点が高い。
②電気絶縁体で、（　ガラス　）の主成分。　　　　　※くもりガラスに利用
③フッ化水素酸に反応してヘキサフルオロケイ酸H2SiF6が生じて溶ける。
【反応式】SiO2　＋　6HF　→　H2SiF6　＋　2H2O
　　④ケイ酸は水酸化ナトリウムと反応してケイ酸ナトリウムNaSiO3を生じる。
【反応式】SiO2　＋　2NaOH　→　NaSiO3　＋　H2O
NaSiO3に水を加えて煮沸すると、粘性の大きな（　水ガラス　）が生じ、さらに酸を加えると半透明ゲル状のケイ酸SiO2・nH2Oが生じる。これを熱して脱水すると、乾燥剤や吸着剤に使われる（　シリカゲル　）になる。※食品の乾燥剤に使われる



 (
Check!!
　理解できたものに□にﾁｪｯｸ
✔
をつけよう。
□　
炭素の単体には、黒鉛、ダイヤモンド、フラーレンなどの同素体が存在する。
□　
黒鉛は平面網目状構造で、平面上の分子が重なっている。
□　黒鉛は電気伝導性があが、ダイヤモンドはない。
□　
ダイヤモンドは立体網目状構造であるため、硬い。
□　
CO
2
は水に少し溶けて弱酸性を示す。
□　
CO
2
は石灰水と反応して白濁
(CaCO
3
)
し、さらに通すと白濁が消える
(Ca(HCO
3
)
2
)
。
□　
SiO
2
はフッ化水素酸に溶ける。
□　
ケイ酸ナトリウム
Na
2
SiO
3
（水ガラス）はシリカゲルの原料である。
)
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